




開催日程 施設名 開催場所 電話番号
９月　６日（日） 徳 地 中 学 校 徳 地 中 学 校 52 -0039

１２日（土）
柚野木小学校 柚野木小学校 58 -0013
島 地 小 学 校 島 地 小 学 校 54 -0101

２０日（日）
中 央 小 学 校 中 央 小 学 校 52 -0198
八 坂 小 学 校 八 坂 小 学 校 56 -0324

　　　２６日（土） 串 小 学 校 串 小 学 校 54 -0311
１０月　３日（土） 島 地 保 育 園 徳 地 体 育 館 54 -0563

　　　１０日（土）
堀 保 育 園

八 坂 保 育 園
52 -0266

八 坂 保 育 園 56 -0003
　　　１１日（日） 花 尾 保 育 園 花 尾 保 育 園 54 -0210







　「静かな山里が突然！」今回はそんな話を書きます。
　文久３年（１８６３年）５月、長州藩は下関で外国船を砲撃し
ました。攘

じょう

夷
い

（外国を討つ）の決行です。これに備えて、藩は情
報の収集と命令を素早くするため、交通不便な北浦の萩から山口
へ藩府を動かしました。現在の県庁はこの時に移ったものです。
当然、この動きで藩内の交通網も大きく変化しました。一番変わっ
たのが「山代街道」です。
　山代街道は長州藩の山間部（山
代・奥山代・徳地・奥阿武の各
宰
さい

判
はん

）をつなぎ、「萩往還」や
「赤

あか

間
ま

関
がせき

街道」と同様に大変重要
な街道でした。ところが幕末、
藩政の中心が萩から山口へ移っ
たことで、役人の動きや公用書
類、年貢、志士たちの動きが大
きく変わっていきます。山代宰
判の本

ほん

郷
ごう

から鹿野までの道は同じですが、鹿野から徳地柚木、阿
東生

い

雲
くも

→萩への本道（本来の道）が、鹿野から仁保津、串、木引谷、
大野、中・下畑、堀、漆

うるし

尾
お

峠、引谷→山口と大きく迂
う

回
かい

したのです。
特に慶応２年 ( １８６６年）６月に起こった四境戦争 ( 第二次長州
征伐 ) では、約１５万人もの幕府軍が長州を取り囲み、各地で激
しい戦闘となりました。このため、この新山代街道を使って兵員
や兵

ひょう

粮
ろう

、武器などを移送したものと考えられます。きっと静かな
山里に激震が走ったことでしょう。
　文久３年９月から翌年の元治元年８月までの１年間の仁保津・
串・山畑・堀の４村の通行量は人夫１９４２人、馬２１５匹と、
平常の１００倍以上となった記録が残っています。（なお、江戸時
代の４村合計の年間人夫数は１５人、馬数は１８匹と決まってい

ました。）
　新山代街道が鹿野から串を通
り、山畑、堀、引谷へと走った
ことで、新しい時代の風（倒幕
の動きや草

そう

莽
もう

崛
くっ

起
き

の考え方）が
徳地の人々、とりわけ徳地の若
者に大きな影響を与えたであろ
うと想像されます。

（徳地幕末維新歴史放談の会　代表　山田 文雄）

串　安養地付近の新山代街道

山口藩庁　大手門


